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1．ベトナム編概要

１）ベトナム
（Vietnam）〈ヴェトナム〉東南アジア、インドシナ半島最東部にある社会主義共和国。北部のソンコイ川がつくるトンキンデルタ地帯と南部のメコン川がつくるメコンデルタ地帯とをアンナン山脈ぞいの狭長な中部がつなぎ、南シナ海に面する。北は中国、西はラオス・カンボジアに接し、文化的には中国の影響が強い。北緯17度をもって南北に分断され、1960年、南ベトナム解放民族戦線（ベトコン）が成立、北ベトナムがこれを支持して南ベトナム政府軍との間で内戦化。1961年には南ベトナム側にアメリカが介入、第二次ベトナム戦争となる。1973年に和平が成立し、1976年、ベトナム社会主義共和国として南北統一が実現。首都ハノイ。
２）ベトナムと日本の比較
３）ベトナムの世界遺産

文化遺産
１．古都フエの建造物群―　1993年認定
２．ホイ・アンの古い町並み―　1999年認定
３．ミー・ソン聖域―　1999年認定
４．ハノイのタンロン皇城の中心区域　2010年認定　
５．胡朝の城塞　2011年認定
自然遺産
６．ハ・ロン湾―　1994年認定
７．フオンニャ＝ケバン国立公園　2003年認定 
複合遺産
８．チャンアンの景観関連遺産　2014年認定
2．古都フエの建造物群（文化遺産）
１）フエは、ベトナム中部の都市で、トウアテイエン＝フエ省の省都である。19世紀から20世紀にかけてベトナムに存在していた阮朝(グエン）の首都に定められていた。 一部の歴史的建造物がユネスコの世界遺産（文化遺産）に、また宮廷芸能であるニャーニャック（雅楽）が無形文化遺産に登録されている。 
２）グエン朝王宮跡

　　グエン朝の歴代皇帝が住まいとして使っていた。王宮の周りは、高さ5ｍ、一辺の長さ650～700ｍの城壁がぐるりと取り囲み、その外側に内堀が張り巡らされている。王宮内には皇族の屋敷や菩提寺があり、政治や宗教のセレモニーもここで行われた。太陽が真上にくる南門を正門とするのが中国伝来の習慣。大和殿、顕臨閣、長生殿などの建物がある。

３）テイエン・ムー寺院

　　フエのシンボル的建造物で、市街から南西4ｋｍのフーン川を見下ろす高台の上に建つ寺院。1601年に「この地にパゴダを建てれば国が繁栄する」という老婆のお告げによって建立され、1844年に高さ21ｍ、７層からなる8角形の塔が完成。

４）トウ・ドウック帝廟

　　阮朝で最も在位期間が長く、豪奢な生活を送ったトウドウック帝お気に入りの別荘だった。皇帝はここの蓮池で釣りをしたり、楼閣で詩を作ったりするのが好きだった。中庭の奥に皇帝の墓がある。

５）カイ・デイン帝廟

　　完成に12年を費やした壮大な廟。松林や畑の広がる風光明媚なチャウ山の上にある。他の廟と異なり、建物はヨーロッパ風。廟内には、王座に座ったカイデイン帝像があり、その下に皇帝が眠っている。皇帝は、同性愛者であったという。

３．古都ホイ・アン（文化遺産）

１）ダー・ナンから南東へ約30㎞のトウ・ボン川の河口に位置する沿岸の街。約180年前の姿を今に残すノスタルジックな街並。かって東西貿易の港として栄えたこの街には、最盛期には1,000人以上の日本人が住んでいた。16－17世紀には、御朱印船に乗って日本の貿易商人も訪れるようになり、やがて日本人街が形成されていった。しかしやがて徳川幕府の鎖国政策によって衰退していった。今では往時のおもかげはなく、日本人が架けたと言われる日本橋と郊外に残る墓地が、わずかにその歴史を伝えているに過ぎない。

２）17世紀　チャンパ王国（チャム族）が海洋王国として栄えていた時、ホイアン港を拠点にしていた。300年前に滅ぶが、チャンパ王国が栄華を極めた理由の一つに、ジャングルの秘宝を持っていたという。それは香木で「伽羅」という。　※きゃら【 伽羅】　ジンチョウゲ科の常緑高木。香木の一種で,その樹脂を熱すると芳香を発する。東南アジアに分布。クロジンコウからとった黒色の香料。奈良時代に仏教とともに伝来。めくるめく魅惑の香木といわれている。 

３）來遠橋（日本橋）16世紀に造られた、日本人街と中国人街を結ぶ屋根付橋。橋の両端を猿と犬の像が守る。これは橋が申年から戌年（申、酉、戌と3年）にかけて造られたからという。「朋あり遠方より来る。亦楽しからずや」
４）クアン・コン寺　　1653年に建立された中国様式の寺。三国志でもおなじみの将軍、関羽がまつられている。庭の周りの建物の屋根には、竜の化身である鯉の形をした雨どいがある。

５）チュック・タイ寺　　中国から渡来したミン・ハイ和尚が1454年に建立した仏教寺院。ホイ・アンでは最も古い寺。
４． ミー・ソン遺跡（文化遺産）

１）ベトナム中部から南部にかけては、チャンパ王国の遺跡が残っている。最も有名なのは、チャム族の聖地で多くの宗教建造物があるミー・ソン遺跡群。

２）ホイ・アンから約40㎞、ダー・ナン70㎞。4－13世紀に建設されたチャンパ王国の聖地跡。トウ・アン川流域のジャングル内にある。初期の木造建造物はすでに失われてしまったが、８世紀以降のレンガ造りの寺塔や石像が広範囲に埋もれている。遺跡の北側にそびえる山は、聖山マハーパルヴァタ。その独特の形から「くちばし山」「猫の歯山」の異名を持つ。寺塔に祭られているのは、ヒンドウ教の破壊と創造の神、シバ神。チャム族の王は自らをシバの化身と信じ、男性器をかたどった石柱を建ててシバを拝んだ。ミー・ソン遺跡は、「ベトナムのアンコールワット」と称されるほど歴史的価値が高い。ベトナム戦争中、米軍機の爆撃に遭い、遺跡のかなりの部分が破壊されてしまった。ヒンドウ教と仏教と土着の民族宗教が融け合い、独自の文化を花開かせたチャンバ王国。しかし、皮肉なことに破壊神シバがもたらしたものは、王国の破壊とその遺跡の破壊だったようだ。

５．タンロン皇城の中心区域（文化遺産）
　　1）.タンロン遺跡 は、2003年から、ハノイで発掘された遺跡群。タンロン（昇龍）はハノイの旧称。1010年から1804年までほぼ一貫してベトナム諸王朝がここに都を置いたため、各時代の遺跡が重なっているのが特徴である
2）かつての王城中枢部に位置する「タンロン遺跡」の特徴は、各時代の遺構が層
となって地中に現存するという点である。出土品からは北方の中国文化や南方の
古代チャンパ王国の影響も見られ、複数の文化が融合したハノイ特有の様式が残
る。
 ６．胡朝の城塞（文化遺産）
胡朝の城塞は、ベトナム北部のタインホア省で発掘された、胡朝時代に建てられた遺跡群。あまり情報のないこの遺跡。胡朝は1400年からこの地に存在した王朝である。今は一部しか残っていないものの、7mもの高さの城壁が南北約900m、東西約700mに渡って続いていたらしい。王朝は明の侵攻を受けわずか7年で滅びてしまったが、この城壁が今に残っている。チケット売り場で10,000ドン(約50円)の入場券を買ったが、地元の方々はスルー。ここが世界遺産という感じは全くない。門の上からは城壁の中を一望できる。道がまっすぐ北門に向かって伸びており、周りに水田があるのがわかる。昔はここにお城があったのでしょうか。現在は水田として使われており、牛達も放牧されている。。ちなみにこの西門から正門までは当時の城壁がしっかりと残っている。正門以外は完全に生活の一部となっており、世界遺産と言われなければ気づかないような、そんな遺跡であった

7．ハ・ロン湾（自然遺産）

１）ハノイから東へ約150キロ。湾内に突き出た無数の奇岩が織りなす自然の芸術で知られ、ベトナム北部では首都ハノイにつぐ大観光地といってよい。1994年に世界遺産にも登録され、観光ブームに乗って、ベトナム人はもちろん、国外からも多くの旅行者が押し寄せている。

２）ハ・ロン湾は別名「海の桂林」という。波によって浸食された奇怪な形の岩岩が海面から林立し、中国の景勝地「桂林」に似た絶景を現出させているからだ。ちなみにハ・ロン湾とは、「空飛ぶ龍が降り立った場所」の意で、龍の親子が空から降りてきて、住民たちを敵の侵入から守ったという言い伝えからこの名が付いた。また龍の炎の舌が海に触れ、それが無数の岩になったともいわれている。

３）ハ・ロン湾で最大の楽しみは、湾内めぐりのクルーズだ。ハノイから2時間半、バイ・チャイの中心から2キロほどのところに、数々のクルーズ船が繋がれている乗り場がある。昼食付きで、約3時間のクルーズ　US＄25くらいから。私達は旅行社がチャーターした大型船であったが、食事も名物海鮮料理というだけあって、エビ、カニがふんだんな豪華なものであった。食事をたのしみながらのゆったりとしたクルーズだったが、景色は目を見張るもの。途中船を係留し、「ダウゴ洞窟」の見物もあった。これがまたすごい洞窟で、ライトアップしてあり、大変幻想的な洞窟であった。

４）それらの洞窟の中に、なんと「記念」などと白いペンキで書いた日本語の落書きがある。「御月丸　大正十一年六月十六日」などいくつかの船の名前が見え、大正時代の日本人の落書きだとわかる。日本人のマナーの悪さが残っている。

５）刺繍、絹製品、陶磁器（バッチャン焼）が良いみやげ

8．フオンニャ＝ケバン国立公園

　１）．ベトナムのクアンビン省にある国立公園である。
　　フォンニャ=ケバン国立公園は、約86,000haの面積をもつ。公園の94%は原生林で、専門家によると568種の植物、876種の動物(大きな獣類113種、爬虫類と両生類81種、魚類72種、鳥類259種、鳥類302種)が生息しているという。
植物には世界とベトナムのレッドブックに入っているものも多い。フォンニャとは「歯の洞窟」という意味である。
２）大小約300の洞窟がある。これらはまだ詳しく調査されていないが、フォンニャ洞、ティエンソン洞、ヴォム洞など一部が開発されている。洞窟はそれぞれ多様で、鍾乳洞は非常に美しく幻想的だ。 英国の王立地理学会の報告によると、フォンニャ洞の長さは7,729m、その美しさ、大きさ、広さなどから最高の評価を与えられている
９．チャンアンの景観関連遺産（複合遺産）

　１）．チャンアンの景観関連遺産は、ニンビン省に残る先史時代の岩陰遺跡から古都ホアルー/ 華閭）に至る人類活動の痕跡、および紅河デルタ南部に発達したカルスト地形が作り出す自然美などが評価され、東南アジア初の複合遺産となった。
２）．面積314haが1962年にベトナムの国家遺産に指定された。華閭は、ベトナム最初の独立王朝と位置づけられることもある丁朝（966年 - 980年）の都である。丁部領は華閭に宮殿をはじめとする建物を築いたほか、厳格な規律を敷いた。ホアルー
　　から出土している瓦の様式からは、マレー半島やチャンパ王国を経由したインド起源の様式が読み取れるとされている。丁朝と、続く前黎朝（980年 - 1009年）はいずれも短命だったが、都は華閭に置かれたままだった。その当時は内城 と外城 で300 ha の面積であったが、その城壁は残っておらず、他の建築要素も現存するものは限られる。
10．ベトナム諸々
　　１）通貨　２）食べ物　３）バイク王国　４）アオザイ　５）ノンラー
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